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１．2026年12月期第３四半期の業績（2026年１月１日～2026年９月30日）

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年12月期第３四半期 5,785 1.0 332 274.9 361 132.0 251 194.1

2025年12月期第３四半期 5,725 △2.3 88 49.2 155 76.2 85 64.8

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年12月期第３四半期 46.77 －

2025年12月期第３四半期 15.55 －

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年12月期第３四半期 11,460 9,268 80.9

2025年12月期 11,555 9,371 81.1

（参考）自己資本 2026年12月期第３四半期 9,268百万円 2025年12月期 9,371百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年12月期 － 20.00 － 25.00 45.00

2026年12月期 － 25.00 －

2026年12月期（予想） 25.00 50.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年12月期の業績予想（2026年１月１日～2026年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,300 △5.7 260 28.6 290 3.4 200 31.8 37.19

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年12月期３Ｑ 5,815,294株 2025年12月期 5,815,294株

②  期末自己株式数 2026年12月期３Ｑ 435,517株 2025年12月期 434,157株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年12月期３Ｑ 5,377,470株 2025年12月期３Ｑ 5,498,896株

※  添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要

因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等に

ついては、添付資料２ページ「１．経営成績等の概況  （３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くだ

さい。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期累計期間における我が国経済は、企業業績の好調さや雇用・所得環境の改善による個人消費の持ち

直しを背景に景気はゆるやかな回復基調となりました。一方、米国トランプ政権による相互関税強化による貿易摩

擦、ウクライナや中東情勢の長期化による原材料・エネルギー価格の高騰、また国内における労働力不足、物価上

昇や利上げなど、依然として先行き不透明な状況が続いております。

フォーム印刷業界におきましては、デジタル化・ペーパレス化の流れが一層加速し、引き続き印刷需要の減少が

見込まれる中、原材料のコスト増や人的資本の充実にも対応すべく価格転嫁に取り組むことや、ビジネスフォーム

の製造で培った技術・ノウハウを活かし、世の中のＤＸ推進の流れに則した新たなビジネスを確立していくことが

益々重要となっていくものと思われます。

このような情勢の中、当社は資材や物流コスト、人件費の値上りに対応するため、引き続きお客様のご理解を得

ながら、社会情勢を踏まえた適正価格での販売促進に努めるとともに、給付金や地域商品券をはじめとする公的需

要の取り込み、企業における省力化・効率化に向けたアウトソーシング需要の獲得に取り組んでまいりました。ま

た、印刷機能の集約による生産効率及び稼働率の向上、印刷工程における外部委託先の積極的な活用を図り、運営

コストの削減にも努めております。なお、当第３四半期会計期間（7月～9月）の売上につきましては、例年受注し

ていました自治体の案件で落札に至らなかったものや既存案件の電子化による受注減、また前年同四半期における

戸籍法やマイナ保険証などの法令・制度改正の特需の反動などもあり、前年同四半期会計期間と比べ273百万円減

少と厳しい状況となりました。この結果、売上高5,785百万円（前年同四半期比1.0％増）、営業利益332百万円

（前年同四半期比274.9％増）、経常利益361百万円（前年同四半期比132.0％増）、四半期純利益251百万円（前年

同四半期比194.1％増）となりました。

また、売上状況につきましては、印刷関連1,808百万円（前年同四半期比3.9％減）、ＤＰＰ3,389百万円（前年

同四半期比1.2％減）、ＷＥＢ155百万円（前年同四半期比60.7％増）、ＢＰＯ432百万円（前年同四半期比36.1％

増）となっております。

（２）当四半期の財政状態の概況

当第３四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べて94百万円減少し、11,460百万円となりまし

た。資産の部においては、流動資産が683百万円減少し4,205百万円、固定資産が588百万円増加し7,255百万円とな

りました。また、負債の部においては、流動負債が269百万円減少し1,096百万円、固定負債が277百万円増加し

1,095百万円となりました。この結果、純資産の部においては、102百万円減少し9,268百万円となり、自己資本比

率が80.9％となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年12月期の通期業績予想につきましては、2026年７月９日に公表いたしました業績予想から修正しておりま

す。詳細につきましては、本日公表の「2026年12月期通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2025年12月31日)

当第３四半期会計期間
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,307,864 3,084,805

受取手形、売掛金及び契約資産 993,876 696,040

電子記録債権 24,631 31,684

製品 171,017 170,729

仕掛品 21,624 12,496

原材料 30,331 33,382

その他 339,695 176,727

貸倒引当金 △633 △515

流動資産合計 4,888,407 4,205,351

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 933,795 1,323,723

機械及び装置（純額） 76,438 67,596

土地 2,491,745 2,491,745

その他（純額） 436,743 704,942

有形固定資産合計 3,938,722 4,588,007

無形固定資産 15,598 23,701

投資その他の資産

投資有価証券 1,808,934 1,689,343

その他 912,176 963,000

貸倒引当金 △8,629 △8,629

投資その他の資産合計 2,712,481 2,643,713

固定資産合計 6,666,803 7,255,423

資産合計 11,555,210 11,460,775

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 464,750 262,877

電子記録債務 231,838 －

未払法人税等 20,774 118,484

賞与引当金 64,134 133,316

役員賞与引当金 17,300 10,875

その他 566,867 570,860

流動負債合計 1,365,665 1,096,412

固定負債

資産除去債務 101,320 101,809

その他 716,632 993,620

固定負債合計 817,952 1,095,430

負債合計 2,183,618 2,191,843

純資産の部

株主資本

資本金 798,288 798,288

資本剰余金 608,489 608,975

利益剰余金 7,648,877 7,631,336

自己株式 △396,638 △400,679

株主資本合計 8,659,016 8,637,920

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 712,574 631,011

評価・換算差額等合計 712,574 631,011

純資産合計 9,371,591 9,268,932

負債純資産合計 11,555,210 11,460,775
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（２）四半期損益計算書

(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自  2025年１月１日
至  2025年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自  2026年１月１日
至  2026年９月30日)

売上高 5,725,944 5,785,840

売上原価 4,544,594 4,375,416

売上総利益 1,181,350 1,410,424

販売費及び一般管理費 1,092,673 1,077,965

営業利益 88,676 332,458

営業外収益

受取利息 2,410 5,806

受取配当金 14,743 20,467

受取保険金 52,912 5,811

受取賃貸料 2,276 1,867

雑収入 4,154 11,640

営業外収益合計 76,497 45,592

営業外費用

支払利息 4,564 15,388

賃貸費用 357 361

固定資産除却損 1,688 637

支払手数料 1,719 115

障害者雇用納付金 900 －

雑損失 125 －

営業外費用合計 9,355 16,502

経常利益 155,818 361,548

特別利益

固定資産売却益 9,560 －

投資有価証券売却益 － 14,662

特別利益合計 9,560 14,662

特別損失

投資有価証券売却損 － 1,079

特別損失合計 － 1,079

税引前四半期純利益 165,378 375,131

法人税、住民税及び事業税 64,569 139,060

法人税等調整額 15,304 △15,411

法人税等合計 79,874 123,649

四半期純利益 85,504 251,482
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

四半期財務諸表は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項

に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成しております。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

  当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

前第３四半期累計期間
（自  2025年１月１日
至  2025年９月30日）

当第３四半期累計期間
（自  2026年１月１日
至  2026年９月30日）

減価償却費 141,987千円 198,907千円

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

当社は、印刷関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

３．その他

販売実績

当第３四半期累計期間（自 2026年１月１日 至 2026年９月30日）における販売実績を製品区分別に示すと、次のと

おりであります。

製品区分 販売高（千円） 前年同期比（％）

印刷関連 1,808,537 96.1

ＤＰＰ 3,389,463 98.8

ＷＥＢ 155,065 160.7

ＢＰＯ 432,773 136.1

合計 5,785,840 101.0
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独立監査人の四半期財務諸表に対する期中レビュー報告書

2026年11月９日

光ビジネスフォーム株式会社

取  締  役  会    御  中

有限責任監査法人トーマツ

東  京  事  務  所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 山   澄   直   史

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 後   藤   久 美 子

監査人の結論
当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている光ビジネスフォーム株式会社の2026

年1月1日から2026年12月31日までの第59期事業年度の第3四半期会計期間（2026年7月1日から2026年9月
30日まで）及び第3四半期累計期間（2026年1月1日から2026年9月30日まで）に係る四半期財務諸表、す
なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について期中レビューを行った。
当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、株式会社東京証券取引所の

四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸
表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用され
ている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかっ
た。

監査人の結論の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビ

ューを行った。期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の期中レビューに
おける監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会
的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される規定を含む。）に従って、会社から独立しており、
また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる
証拠を入手したと判断している。

四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成
基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して四半期財務諸表を作成することに
ある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成するために経営者が
必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成する

ことが適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1
項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期
財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関す
る事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視

することにある。

四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立

場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビュー

の過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・  主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その
他の期中レビュー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・  継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重
要な不確実性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表におい
て、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に
公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第
4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項
が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる
場合は、期中レビュー報告書において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要
な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期財務諸表に対して限定
付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日
までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続でき
なくなる可能性がある。

・  四半期財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準
第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た
だし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠し
て作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュ
ー上の重要な発見事項について報告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を

遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去
するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガード
を適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。
以  上

(注) １  上記の期中レビュー報告書の原本は当社(四半期決算短信開示会社)が別途保管しております。

２  XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。

- 7 -

光ビジネスフォーム㈱（3948）2026年12月期第３四半期決算短信（非連結）


